
近畿大学情報学研究所
2025 年度 実世界コンピューティング部門報告書

1 はじめに
実世界コンピューティング部門では今年度も近畿大学
情報学部と密に連携を保ちつつ、実世界コンピューティ
ング分野における教育と研究という観点から活動を行っ
た。また、近畿大学の強みである実社会データの活用や
社会実装という観点から、水産・農業・医療・社会シミュ
レーションなど、実フィールドでの種々の活動や実証実
験を行った。さらに研究所教員による積極的な社会貢献
活動も行った。

2 教員一覧
実世界コンピューティング部門に所属する教員の一覧
は以下の通りである。

• 久夛良木 健 教授（部門長）
• 佐野 到 教授
• 中西 英之 教授
• 角田 雅照 准教授
• 杉山 治 准教授
• 大谷 雅之 講師

3 本年度成果
今年度の教育、研究、社会貢献などを含む部門全体の
成果として、各研究室の特徴を活かした実働と情報発
信が多数行われた。人工知能・データ解析技術を多様な
フィールドに適用し、課題解決に直結する成果を生み出
した。
3.1 エアロゾルリモートセンシングの研究
佐野到教授の研究室では、地球温暖化や気候変動の予
測において重要な要素となる大気エアロゾル（微粒子）
について、宇宙からのグローバルな観測と地上からの精
密な計測という 2つのアプローチで研究を行っている。
第一の柱である宇宙からの大気エアロゾル特性導出
手法開発では、偏光測光を利用した大気エアロゾル推定
手法を JAXA に提案し、地球環境変動観測ミッション

（GCOM-C）衛星の計測器（SGLI）に搭載された。こ
の衛星は 2017 年の打ち上げ以降順調に稼働し、長期的
な地球環境データの収集に貢献している。SGLIの特徴
的な 45度前方・後方視のストークス成分（偏光データ）
と、直下視の近紫外および可視域の輝度データを併用
し、大規模な森林火災時の煤煙エアロゾルに着目した解
析を行っている [1, 2, 3]。従来の解析手法では除外され
がちな高濃度のエアロゾル環境下においても、複素屈折
率や一時散乱アルベドなどの重要なモデルパラメータを
同時推定することに成功している。また、山岳地形など
の複雑な地形上における森林火災の煙の解析も進めてい
る [4]。図 1は、SGLIセンサから得られた大規模森林火
災時の煙の特性分布を示している。従来の宇宙観測では
困難であった高濃度エアロゾル領域における光吸収特性
などの詳細な可視化が可能となっており、気候変動予測
モデルの高度化に寄与する。
第二の柱である地上からの大気エアロゾル特性計測で
は、宇宙からの観測の比較検証を目的とし、NASAや国
立環境研究所などと連携して観測網を構築している [5]。
本研究室が日本国内で多数の AERONET 観測点管理
を主体的に行っており [6, 7]、西日本での「DRAGON-

Osaka」や飛騨山脈での「DRAGON J-Alps」等の集中
観測を実施し [8]、山岳地形がエアロゾル輸送に与える影
響の解明に取り組んでいる [9]。また、奈良盆地などの地
域特性に関する観測も実施している [10]。
3.2 人とエージェントのインタラクションに関する

研究
中西英之教授の研究室では、小売店舗における人型接
客ロボットの存在感向上を題材に、人とエージェントの
インタラクションの社会学的側面に焦点を当てた研究を
行っている [11, 12, 13, 14]。接客ロボットは人間の店員
に比べて客から対象として認識されにくいという課題に
関して、「ロボットが客の無視するという行動を知覚で
きないと客が想定しているから」という仮説を立て、ロ
ボットが周囲からの注目を感じ取れるという印象を与え
ることで無視されにくくなるかを検証した。
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図 1 GCOM / SGLI より導出した大規模森林火災煙
の特性情報分布

図 2 人に見られた瞬間に見返すロボットエージェン
トのインタラクション

実験室での環境においては、被験者がロボットに視線
を向けたタイミングに合わせて発言を開始する手法を試
した。その結果、ただ話し続けるだけのロボットに比べ
て、ロボットに対して相槌を打つ頻度が有意に増加し、
対話が成立しやすくなることが確認された。図 2は、客
の視線を検知した瞬間にロボットが視線を返すインタ
ラクションの様子である。このような視覚的なフィード
バックにより、客はロボットを単なる物体ではなく意図
を持つ対話相手として認識し、サービス提供の受容性が
向上する効果が得られている。
さらに、これらの知見を実店舗環境へと展開した。実
店舗では客の視線だけでなく、対人距離や表情などの多
様なノンバーバル情報からエンゲージメントを常時計算
し、その値が一定値を超えた瞬間にロボットが話しかけ
る手法を導入した。結果として、単に客が近くにいる時
に話しかけるよりも商品推薦の受容性が高まり、その後
の試食などの勧誘にも応じてもらいやすくなることが実
証された。
3.3 ソフトウェア開発における大規模言語モデルと人

的要因に関する研究
角田雅照准教授の研究室では、大規模言語モデル

（LLM）の台頭によって変化を遂げつつあるソフトウェ
ア工学の分野において、依然として重要な役割を担う

図 3 BAに基づく最適なソースコードツールの動的選択概要

「人的要因」に焦点を当てた研究を行っている。具体的
には、主に 3つのテーマに取り組んでいる。
第一のテーマは、バンディットアルゴリズム（BA）に
基づく最適なソースコードツールの選択である [15]。新
たなコード生成・クローン検出ツールが次々と登場する
中、開発者が各機能の性能を事前に評価して選択する
には多大なコストがかかる。そこで、作業中に生成され
た結果の正確性を都度判定・蓄積し、平均正確性の低い
ツールから他のツールへと動的に切り替える BA を用
いた手法を提案し、実験によりその有用性を確認した。
図 3は、バンディットアルゴリズムによる手法選択の枠
組みである。複数の LLMやコード支援ツールの性能を
動的に評価し、現在の開発状況に最も適したツールを自
動的に選択・提供することで、開発者の生産性を最大化
する。
第二のテーマは、BAによる LLMベースのソースコー
ド可読性評価のパーソナライゼーションである [16]。ソ
フトウェア保守作業性の見積もりに直結するコード可読
性は、開発者ごとに主観的な評価基準が異なる。LLM

の評価結果をそのまま用いるのではなく、評価傾向が類
似した他者の補正手段を BAを用いて動的に選択・再利
用し、開発者個人の感覚に合うよう評価値をパーソナラ
イズする手法を提案した。
第三のテーマは、プログラミングにおけるステレオタ
イプ脅威の影響分析である [17]。IT 分野における女性
の活躍を支援する環境整備を目指し、性別に基づく先入
観（ステレオタイプ脅威）がコーディングのパフォーマ
ンスに与える影響を実験により検証し、先行研究とは異
なる特有の影響についての知見を得た。
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3.4 医療従事者の行動理解や支援を行う研究
杉山研究室では、医療情報学を中核に据え、病院情報
システムや実世界センシングデータを活用し、医療従
事者の行動理解・支援・行動変容の実現を目指す研究を
行っている [18]。本年度は、深層学習や言語モデル等の
技術に基づき、「実世界環境理解」「医用画像処理」「自然
言語処理」の 3領域において、実用化を見据えた技術開
発に取り組んだ。
「実世界環境理解」の領域において、広域災害時にお
ける病院の安全性評価の自動化や被災箇所の検出などに
向けた研究を行った [19, 20, 21, 22]。また、交差点にお
けるリスク推定 [23]や Vision-Language Model を用い
た交通のハザード認識 [24]、オペレーションの自動 3D

マップ構築 [25] などへと応用展開を進めている。さら
に、病室内のアラーム音識別といった医療空間でのセン
シング分析にも取り組んでいる [26, 27, 28]。図 4は、セ
マンティック 3Dマッピングによる環境理解の全体像で
ある。実世界の空間情報をセマンティックラベル付きの
3D モデルとして構築することで、病院内の安全性評価
や交通リスクの定量的解析を行うための基盤を提供して
いる。
「医用画像処理」では、白内障手術動画を対象とした自
動フェーズ分類 [29] および術具の認識手法 [30] を提案
した。さらに、深層距離学習を用いた疾患関係のモデル
化 [31] や、予後予測モデルに向けた自動画像抽出 [32]、
AI を用いた自動グレーディング [33] など、医療現場に
おける AI協調を探求している。
「自然言語処理」では、放射線科レポートの要約モデ
ル [34, 35]や、事実整合性を高める重要医療単語探索技
術 [36]の開発を行った。さらに、退院時要約生成に向け
たシステムの提案 [37] や、電子患者報告の普及要因分
析 [38]、トークンを用いた病床の配分シミュレーション
[39]、看護師によるバイタルデータの入力行動分析 [40]

等、幅広いシステムの臨床的評価・課題検討を行った。
3.5 フィールド分散知能の研究
大谷雅之講師の研究室では、マルチエージェント技術
を中心とする人工知能技術をフィールド（現場）の課題
へと適用することを目指し、現場でのフィールドワーク
と研究室でのデスクワークを両輪として研究を推進し
ている。本年度は水産分野および農業分野の両方に注力
した。
水産分野では、養殖作業支援に取り組んでいる。稚魚

図 4 実世界環境理解：セマンティック 3D マッピン
グの全体像

水槽においては、外部刺激による稚魚の衝突死を防ぐた
め、人感センサや PIR センサのみを用いた作業者の屋
内位置推定技術を開発し、Web アプリケーションとし
て実装した [41]。海上の若魚生簀においては、異常検出
を目的とした水中ドローンモニタリングシステムを研究
している。カメラを搭載した複数ドローン協調制御のた
め、Boidsアルゴリズムを導入し、目的関数空間の調査
と視覚範囲設定の最適化を実施することでその有用性を
確認した [42, 43]。また、実環境映像とシミュレーショ
ン映像での協調学習手法に関する調査などから得られた
知見の還元を試みている [44]。
農業分野では、農場における ICT 化と農作業の自動
化・負担軽減を目指している。メロン栽培等において、
3D LiDARを搭載した農業用ローバーによる自動巡回の
構築を進め、点群データのクラスタリング処理や各種セ
ンサとの連携による三次元環境地図の生成と位置判定ア
ルゴリズムなどの基盤技術を開発している。図 5は、複
数の人感センサを用いた人物移動経路の推定シミュレー
タである。低解像度かつプライバシーに配慮したセンサ
情報のみから、作業者の位置と不確実性をヒートマップ
形式で可視化し、現場の安全性管理や業務効率化に役立
てている。

4 むすび
本年度は、衛星データを用いた地球規模の環境モニタ
リング（佐野研）、実店舗での対人インタラクション（中
西研）、ソフトウェア開発における LLM活用（角田研）、
医療空間のセンシングと手術支援（杉山研）、および水
産・農業フィールドの自動化支援（大谷研）の各領域に
おいて、実データに基づいた研究開発を推進した。来年
度においても引き続き、各研究室の専門性を活かした実
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図 5 人感センサを用いた人物の移動経路推定シミュレータ

社会課題への技術適用と、実例に基づいた教育体制の構
築に取り組む。
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